
（すぐ） （1年以内）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

従来からの継続事業

研究段階

検討段階

実施

終了

具体的取り組み

事業費（千円）

「よみ愛・読書のまち宣言」（４月２６日
臨時議会）を行い記念事業(角野栄子
氏講演会）を開催した。毎月２３日を「よ
み愛・読書の日」とし、赤ちゃんからお
年寄りまでが本に親しみ読書の喜びを
共有することができる町づくりを目指し
た。
「よみ愛・読書のまち」及び「よみ愛・読
書の日」を町内外に周知する取組みの
充実。（懸垂幕・看板・をつくり、ポス
ターを町内各場所（医院、歯科医、商店
など）にも貼っていただくよう働きかけ
た。「よみ愛読書のまちロゴ」を製作し、
各部署の読書関連イベント＜おはなし
会、読み聞かせ、紙芝居、朗読など＞
のチラシにロゴを使ってもらうよう連携
を深めた。（図書館ＨＰでのＰＲ）
１０月２３日に、大人対象の「よみ愛・読
書の日」記念事業（ビブリオバトル・オス
スメ本の紹介合戦）を実施し、気運を高
めた。

H28,7.24（日）～H28.7.29（金）
生徒10名、引率教員2名をマ
レーシア・クアラルンプール・ア
ジアパシフィックスマートスクー
ルへ派遣。
ホームステイ、学校訪問、体験
活動、社会文化施設視察等を
通して、研修・交流を進めた。
帰国後、訪問の成果を役場及
び各中学校で帰国報告会にて
発表した。
今年度は、相手校の都合によ
り親善訪問団の受入れはな
かった。H29年度は来日予定。

今までの取り組みの結果、待機児童に
ついては減少傾向となったが、今後も保
育の需要と供給のバランスを勘案しな
がら、引き続きさまざまな方策について
検討していく。
また、現行の子ども・子育て支援計画の
計画期間が平成３１年度までとなってい
ることから、平成３１年度の第２期計画
策定作業を円滑に進められるよう、需要
把握のためのアンケートを実施した。

●自然の森・総合スポーツ公園
南側の住宅地側に防球ネット設置工事
を実施し、施設修繕として、ピッチャーマ
ウンドとバックネットの修繕を実施した。
●こぶしの里
橋（1カ所）改修工事及び池の清掃・補
修、遊歩道の木柵、八つ橋の修繕を実
施した。

H30,7.1（日）～H30.7.8（日）の日程で
生徒10名と引率者2名をマレーシア・ペ
タリング・ジャヤへ派遣した。国際的な
若者が文化交流を通じた地域づくりの
スキルを養うための「マレーシア・リー
ダーシップ・プログラム」に参加し、中
国、インドネシア、マレーシアの生徒達
と文化的交流を行った。体験活動や社
会文化施設視察等を通して、国際的な
視野を広めた。帰国後、訪問の成果を
役場及び各中学校で帰国報告会にて
発表。H30,8～9には、教員の相互交流
を通して、教員の資質・向上を図り、町
内の国際理解教育を推進した。

生徒派遣実施及び教
員の相互交流

4051千円 3165千円 3168千円 1506千円
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Ｈ２８年度実施事業はすべて継続。
よみ愛・ふるさと絵本「おいしくなあれ富
のいも」制作発表会を実施。同絵本が
好評で在庫が少なくなったため改訂版
1000部増刷。／第２弾「よみ愛ふるさと
絵本（テーマ車人形）：」制作準備。／新
規事業「よみ愛・ふれ愛・車人形講座」
(親子参加推奨）実施。

生徒派遣実施及び親
善訪問団受入れ

H29,7.23（日）～H29.7.28（金）の日程で
生徒10名と引率教員2名をマレーシア・
クアラルンプール・アジアパシフィックス
マートスクールへ派遣。
ホームステイ、学校訪問、体験活動、社
会文化施設視察等を通して、研修・交
流を進めた。帰国後、訪問の成果を役
場及び各中学校で帰国報告会にて発
表。
H29,9.4（月）～H29.9.8（金）の日程で、相
手校より親善訪問団が来町予定。ホー
ムステイ、学校訪問、町内及び近隣見
学、体験学習を通して交流を行った。

よみ愛・読書のまち宣言
角野栄子先生講演会

よみ愛絵本制作発表会、ビ
ブリオバトル、親子参加の児
童文学講座、ブックリスト改

訂版発行

記念イベント各種、
「よみ愛絵本第１弾」改定増
刷
「よみ愛絵本第２弾」制作準
備

1344千円 1312千円

こども支援課

第3保育所改築工事 認可保育所の定員増加
子ども・子育て支援
事業計画見直し

第２期子ども・子育て
支援事業計画策定準

備

538810千円
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喜びと笑
顔のまち
づくり
「喜び
いっぱ
い」

保育所の待機児童ゼ
ロを目指します

市町村子ども・子育て
支援事業

子ども・子育て支援事業計画に
基づき、待機児童の解消のた
め第３保育所の定員を20名増
員し140名とした。また、家庭保
育室3室を地域型小規模保育
事業にすべて移行し定員を増
やした。
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喜びと笑
顔のまち
づくり
「喜び
いっぱ
い」

自然の森、総合ス
ポーツ公園等の整備
をします

自然の森・総合スポー
ツ公園整備事業、公
園等施設管理事業

自然の森・総合スポーツ公園
内の施設を整備した。こぶしの
里の整備及び維持管理を実施
した。

自然の森・総合スポーツ公園
内の施設を整備した。（老朽化
しているバックネット修繕）、こ
ぶしの里の整備及び維持管理
を実施した。

平成28年4月より、家庭保育
室3室をすべて地域型小規模
保育事業に移行し、定員の増
加を図った。また、認可保育
所の定員枠の中で弾力化を図
り、待機児童の解消に努め
た。
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自然の森・総合スポーツ公園、こぶしの
里の施設整備、維持管理、施設修繕の
実施。

子ども・子育て支援事業計画の中間年
に当たり、計画上の保育確保量の見直
しを実施した。その結果、保育需要に対
し、見直し前計画は供給過多となること
が見込まれたため、現行の保育確保量
の維持を計画数値とした。

都市計画課

公園用地借上げ、公園維持管理、公
園内門扉、掲示板等修繕、健康ﾍﾞﾝﾁ
設置、こぶしの里整備、維持管理。

公園用地借上げ、公園維持管理、ﾊﾞｯ
ｸﾈｯﾄ修繕、こぶしの里整備、維持管
理。

公園用地借上げ、公園維持管理、施
設修繕、こぶしの里整備、維持管理。

●自然の森・総合スポーツ
公園
用地借上げ、施設維持管
理、修繕（バックネット、ピッ
チャーマウンド）、施設改修
工事（防球ネット設置）
●こぶしの里
用地借上げ、施設維持管
理、修繕（八ッ橋等）、施設
改修工事（橋改修、駐車場
原状回復）

12161千円 12735千円 12230千円 23576千円

社会教育課（図書館）

中高年の読書会／角野栄子
先生の本・読み愛／小学生

ブックリスト印刷

1947千円 4585千円

8

喜びと笑
顔のまち
づくり
「喜び
いっぱ
い」

マレーシアへの中学
生海外派遣を継続実
施します

国際交流事業

H27,7.26（日）～H27.7.31（金）
生徒14名と引率教員3名をマレー
シア・クアラルンプール・アジアパ
シフィックスマートスクールへ派遣。
ホームステイ、学校訪問、体験活
動、社会文化施設視察等を通し
て、研修・交流を進めた。帰国後、
訪問の成果を役場及び各中学校
で帰国報告会にて発表した。
H27.9.7（月）～H27.9.11（金）
アジアパシフィックスマートスクー
ルより生徒9名、引率教員1名を受
入れ、ホームステイ、学校訪問、町
内及び近隣見学、体験学習を実施
し交流を深めた。
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喜びと笑
顔のまち
づくり
「喜び
いっぱ
い」

オンリーワンの「読書
のまちづくり」を目指し
ます

図書の普及活動事業

（名称案）「読み愛・あったか読書の町」
プロジェクト
本を読み合い、紹介し合い、読書の輪
を広げる事業を強化し、本を介した町民
の活発な心の交流をめざした。
現在実施中の「ブックスタート」「ブックス
タートプラス」（家庭での読み愛）、「学校
ブックトーク訪問」（学校での読み愛）、
「大人のための朗読と音楽の会」（図書
館での読み愛）など多くの事業に加え、
新規に「大人のための読書会」「私（町
民）のおすすめ本・特設コーナー館内設
置・ＨＰアップ」などを開始。「家庭で読
み愛ブックリスト」等検討中。新プロジェ
クト名をつけることで、目的の明確化、
事業の強化を図った。
平成２８年６月の角野栄子氏（児童文
学作家）講演会の前に、「読み愛・あっ
たか読書の町」宣言をする。３ヶ月前か
ら、先行事業「角野栄子さんの本を読
みあい、人気投票」を実施した。

学校教育課

生徒派遣実施及び親
善訪問団受入れ

生徒派遣実施

H29年度実施事業はすべて継続。
「よみ愛・ふるさと絵本」第１弾を改定増
刷し、全国公共図書館販売ルートに乗
せた。
「よみ愛・ふるさと絵本」第２弾を完成さ
せ,販売ルートに乗せた。
「竹間沢車人形」を周知する講座を歴史
民族資料館、コピスみよしと連携して精
力的に開催した。＜図書館他　全4施設
／小中学校7校（従来より実施の三芳中
学校を除く）＞

H29年度の取り組み

マニフェスト

H27年度の取り組み 担当部局
NO 挑戦

分野
宣　言 該当事業

（2年以内） （3年以内） （4年以内）

H27年度 H28年度

H27年度からH30年度末までの対応状況

H30年度の取り組みH28年度の取り組み 30年度終
了時点数

H29年度 H30年度
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事業費（千円）

健康増進課

－ 弁当の開発・販売 弁当の内容変更
講座の実施
調査の実施

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施

50千円 50千円 50千円 50千円

学校給食センターと連携し料理講座を
開催して食育の推進をはかった。
食に関する質問紙調査を実施し、食に
関する新たな課題の抽出を行なった。
離乳食講座において日本の伝統的食
文化を伝えられるような講座を行なっ
た。
SMILE弁当は平成２９年度の健康長寿
事業の終了に伴い弁当の販売を終了し
た。

SMILE弁当の献立内容の変更を、淑徳
大学栄養学科、福祉喫茶ハーモニーの
協力を得て行った。

学校給食センターと連携した食育講座
を実施。

※事業費については18「健康長寿プロ
グラムを実施します」に含まれる。

学校給食センターにおいて小学生の社
会科見学、町内小中学校保護者の視
察・試食会を積極的に受け入れ、みよし
野菜を使用した食育推進事業を実施し
た。
また、健康増進課との共催で、健康長
寿普及促進事業対象者にみよし野菜を
食材とした学校給食の人気メニューの
料理講座を開催して、食育の推進を
図った。

4

小学生の社会科見学、小中学校保護者
の視察･試食会及び住民を対象にした
みよし野菜を使用した学校給食メニュー
の料理講座を実施した。
新たに中学生の職場体験授業を受け入
れ学校給食を通じて食育の推進を図っ
た。
三芳町が東京オリンピック、パラリンピッ
クでオランダ女子柔道チームのホストタ
ウンなったこととマレーシアペタリング
ジャヤ市と姉妹都市になったを受けオリ
ンピアード給食（オランダ料理・マレーシ
ア料理）を実施した。

0千円 0千円

－
ＰＴＡ等の試食会を実
施し、食育を推進

ＰＴＡ等の試食会を実
施
給食の料理講座を実
施

ＰＴＡ等の試食会を実
施
給食の料理講座を実
施
中学生職場体験受入

0千円 0千円
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喜びと笑
顔のまち
づくり
「喜び
いっぱ
い」

全小学校にエアコンを
設置します

小学校施設整備事業
夏休み期間を利用し、小学校
へ設置した。

健康長寿事業

埼玉県健康長寿埼玉県モデル
普及促進事業により、埼玉県
からの10/10の補助で健康長
寿事業を実施した。
野菜の摂取量増加（特にみよし
野菜）を目指した食育セミナー
を開催した。

埼玉県健康長寿埼玉県モデル
普及促進事業により実施。
淑徳大学栄養学科、福祉喫茶
ハーモニーと連携し、１食の食
事バランスを伝える媒体として
SMILE弁当の開発を行った。
（SMILE弁当１食で、みよし野菜
１７５ｇ以上を目標に献立が作
成されている。）
健康長寿事業参加者だけでな
く、住民も購入することができる
体制を整備した。
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喜びと笑
顔のまち
づくり
「喜び
いっぱ
い」

みよし野菜による食育
を推進します

児童農業体験学習会
事業

２市１町（三芳町・富士見市・ふ
じみ野市）の地域児童に対し
て、町・市・農協・農家が連携し
て、サツマイモの苗挿し・収穫・
試食体験学習を実施すること
により、食と農の繋がり並びに
食の大切さや食を支える農の
役割などに対する理解を深め
た。

２市１町（三芳町・富士見市・ふ
じみ野市）の地域児童に対し
て、町・市・農協・農家が連携し
て、サツマイモの苗挿し・収穫・
試食体験学習を実施すること
により、食と農の繋がり並びに
食の大切さや食を支える農の
役割などに対する理解を深め
た。

保健センターの栄養士と連携
し、みよし野菜を使用した食育
推進事業の検討を行った。

5

学校給食センター管
理事業

保健センターの栄養士と連携
し、みよし野菜を使った食育推
進事業の検討を行った。28年
度以降に実施。

教育総務課

小学校５校への設置工
事及び工事監理業務

294186千円

0千円 0千円 0千円 350千円
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２市１町（三芳町・富士見市・ふじみ野
市）の地域児童に対して、町・市・農協・
農家が連携して、サツマイモの苗挿し・
収穫・試食体験学習を実施することによ
り、食と農の繋がり並びに食の大切さや
食を支える農の役割などに対する理解
を深めた。

教育総務課
（給食ｾﾝﾀｰ）

２市１町（三芳町・富士見市・ふじみ野
市）の地域児童に対して、町・市・農協・
農家が連携して、サツマイモの苗挿し・
収穫・試食体験学習を実施することによ
り、食と農の繋がり並びに食の大切さや
食を支える農の役割などに対する理解
を深めた。

観光産業課


